
【セミナー運営事務局問い合わせ先：NPO法人キャンサーネットジャパン事務局】
〒113-0033 東京都文京区本郷 3-2-7 お茶の水サニービル5階　（土日祝日以外の月～金 am10:00 ～ pm5:00まで）
・電話：03-5840-6072　・ファックス：03-5840-6073　・メール：info@cancernet.jp

● プログラム　：裏面を参照下さい。

● 参　加　費　：無料
● 定　　　員　：250 名（定員になり次第締切ります）
　　　　　　　　定員に満たない場合の参加申し込みは、開催日前々日 9月 25日午後 5時までとさせて頂きます。
　　　　　　　　（お問い合わせはできるだけEメールでお願い致します）

● 申し込み方法：以下の優先順位でお申し込み下さい。
　　　　　　　　① CNJホームページからの申し込み：http://cancernet.jp/eve.html
　　　　　　　　② メールでの申し込み：0927seminar@cancernet.jp
　　　　　　　　③ ファックス（ファックス受信が可能な方のみ）か往復はがきでの申し込み（パソコンをお持ちでない方）

　　　　　　　　＊②・③でお申し込みの場合、「9月 27日セミナー申し込み」と明記の上、下記必要事項を記入してお申込み下さい。
　　　　　　　  1. 氏名（フリガナ）　
　　　　　　　 2. 立場（患者・家族・医師・行政関係・医療者・製薬 /医療機器関係・メディアなど）
　　　　　　　 3. 連絡先（①メール ②ファックス ③電話 ④住所） のいずれか
　　　　　　　 4. セミナーで聞いてみたいこと

開催日：2009年9月27日（日）
開　演：13:00（開場12:30）

※地図・アクセス方法は、裏面をご覧下さい。
場　所：東京ウィメンズプラザ

もっと知もっと知っってほしいてほしい
「がんの臨床試「がんの臨床試験験・・治験治験」」のことのこと

もっと知ってほしい
「がんの臨床試験・治験」のこと
日本における最先端医療を支える
がんの臨床試験・治験が危うい？

・ファックス先：03-5840-6073
・郵送先：〒113-0033 東京都文京区本郷 3-2-7 お茶の水サニービル5階
 『 NPO法人キャンサーネットジャパン事務局 』宛まで

緊急シンポジウム

日本の臨床試験が危ない？

今、がんの臨床試験に関わる医療者には強い危機感があります。しかしながら、これら危機的状況については、一般に認識されていません。

がんに対する新しい薬剤、新しい治療法の有効性や安全性を確立するためには、信頼性の高い臨床試験を行うことが現在唯一の方法です。

現在、海外で承認されている有効な薬剤等が日本で使用できないといった「ドラッグ（ワクチン・デバイス）ラグや、薬害と言われている問題は、

日本の臨床試験の空洞化と無関係ではありません。

また、医療者を含む一般市民の臨床試験の認識の低さは、有効性が証明されていない薬剤・治療法の被害を生んでいるとも言われています。

この緊急シンポジウムは、日本のがんの臨床試験を担う方々に講演・討議頂き、これらの問題について広く認識頂くため企画しました。

共催：厚生労働科学研究班「臨床研究ポータルサイト ICRweb を用いた研究者、倫理審査委員、臨床研究専門職、市民の教育と啓発」
　　　NPO法人キャンサーネットジャパン



フライヤー裏（A4）

13:00～13:10 セミナー開会挨拶（本セミナーの開催目的と背景）
NPO法人 キャンサーネットジャパン 柳澤 昭浩開会挨拶

13:10～13:50 「がんの臨床試験の意義と役割」
講　師：国立がんセンターがん対策情報センター 山本 精一郎

基調講演 1

Access Map

・交通のご案内

JR山手線・東急東横線・京王井の頭線：渋谷駅下車 徒歩 12分

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線：表参道駅下車 徒歩 7 分

都バス ( 渋 88系統 )：
渋谷駅からバス 4分青山学院前バス停下車 徒歩 2分 

至原宿

骨董通り
青山通り（R246）

青山学院大学

宮益坂
国連大学

東京ウィメンズ
プラザ
オーバルビル

地下鉄表参道
●B2出口

バス停●

バス停●

渋谷駅 こども
の城

16:20 ～ 16:30 セミナー閉会挨拶
国立がんセンターがん対策情報センター 山本 精一郎閉会挨拶

13:50～14:30 「日本のがんの臨床試験の問題と現状 - がんワクチンを例に -」
講　師：国立がんセンター中央病院 藤原 康弘

基調講演 2

14:40～15:20 「最近の臨床試験の成果：臨床試験が私たちにもたらすもの」
講　師：肺がん領域　／帝京大学附属病院 高野 利実

大腸がん領域／国立がんセンター東病院 吉野 孝之
乳がん領域　／国立がんセンター中央病院 安藤 正志
日米のプラクティスの相違／亀田メディカルセンター 大山 優

司　会：国立がんセンターがん対策情報センター 山本 精一郎

特別セッション

15:30～16:20 「もっと知ってほしいがんの臨床試験・治験のこと」

司　会：NPO法人 キャンサーネットジャパン 柳澤 昭浩

回答者：国立がんセンター中央病院 藤原 康弘
国立がんセンター東病院 吉野 孝之
亀田メディカルセンター 大山 優
帝京大学附属病院 高野 利実
国立がんセンター中央病院 安藤 正志
国立がんセンターがん対策情報センター 山本 精一郎

Q&Aセッション

14:30～14:40 休　憩

15:20～15:30 休　憩

日時：2009年 9月27日（日）開演：13:00（開場12:30）

もっと知ってほしい「がんの臨床試験・治験」のこと
日本における最先端医療を支えるがんの臨床試験・治験が危うい？

緊急シンポジウム

＊このセミナーでは事前に皆様の質問を受け付けます。皆様の質問はQ&Aセッションで、各講師より回答いただく予定です。
　質問はホームページからの申し込みで入力できます。

共催：厚生労働科学研究班「臨床研究ポータルサイト ICRweb を用いた研究者、倫理審査委員、臨床研究専門職、市民の教育と啓発」
　　　NPO法人キャンサーネットジャパン
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